
【取り組む際に生じた課題】
• 輸出先向けの商品チラシを作成する際の翻訳に苦慮。
• 展示商談会等への出展後、輸出開始まで期間がかかることがあった。
• 輸出先のニーズ(商品・価格等)とマッチせず、輸出に結びつかないこ
ともあった。

【対応の結果】
• 商品チラシの翻訳を外注した場合は経費の負担が大きくなる。
• 展示商談会等の出展から１年半後に輸出に結びついたこともあった。

見 本

平成28年上海のスーパーでの試食販売

○○

見 本

 平成22年に上海で開催された「大分フェア」への出展を契機に輸出を開始
 海外での展示商談会や見本市に積極的に出展し、輸出先を開拓
 大分県の郷土料理「だんご汁・やせうま」も輸出

輸出量(食分) 出荷時期

平成29年度 34,100

通年平成28年度 40,300

平成27年度 56,300

そうめん・ひやむぎ・うどん・中華麺・だんご汁ほか

【主な品目】

上海・香港・スイス・台湾・韓国

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 輸出先のニーズにマッチした新たな商品の開発・製造に向けた人材
確保。

• 今後も展示商談会等へ積極的に出展し輸出拡大を目指していく。

【生じた課題への対応】
• 商品チラシの一部は大分県の現地スタッフの協力により作成。

【連絡先】 担当者名：四井孝憲 ＴＥＬ：0978-38-0008 

【活用した支援・施策】 －

（平成22年度から輸出開始）

大分県 有限会社四井製麺工場
『乾めん・大分県の郷土料理を上海・香港等へ』

加工食品

【効果があった取組】
香港では皿うどん・ちゃんぽん用の中華
そばが好評。最近はタレ付きの「だんご
汁・やせうま」が好評で輸出量が増加。

【ウェブサイト】 －

天日干し宇佐長洲麺


